
普 及 項 目 資源管理 

漁 業 種 類 等 潜水器漁業 

対 象 魚 類 マナマコ 

対 象 海 域 オホーツク海域 

マナマコ資源管理指導 

北海道オホーツク総合振興局          

網走西部地区水産技術普及指導所（瀬戸 啓介） 

【背景・目的・目標（指標）】 

紋別漁業協同組合のなまこ漁業は、平成 19 年の開始当初から主要漁場での資源調査結果

を参考に漁獲量を制限する（図１）とともに、漁獲体重を 150g 以上とする資源管理が行わ

れてきた。漁獲量は平成 19 年から 24 年にかけて 10ｔ前後で安定していたが、漁業者から

資源が減少しているとの声が聞かれていた。指導所は、資源の持続的な利用を図るため、

操業実態と資源状況を把握するとともに、部会による自主的な資源管理の定着を目標とし

た。 

【普及の内容・特徴】 

資源状況を把握するためには、漁場の利用状況や漁獲努力量などの情報が必要であった

ことから、指導所は漁業者に操業日誌の記帳を提案し、平成 25 年から調査を開始した。日

誌は潜水漁業者が記載し、操業終了後に漁協が回収・集計を行い、指導所が解析を担当し

た。 

【成果・活用】 

操業日誌の調査結果から、主要漁場以外に前浜の広範囲に漁場が形成されていることが

明らかになった。また、潜水１時間当たりの漁獲量（CPUE）と資源調査による生息密度を

比較したところ、漁期中の平均 CPUE が高い年は生息密度も高い傾向が見られたが、必ずし

も一致しない年が確認された（図２）。その要因としては、資源調査が漁場の一部のみを

対象としていることに加えて、砂の移動により調査点の底質が変化した影響などが考えら

れた。以上のことから、資源状況の把握には、従来の資源調査だけでは不十分であり、漁

場全体の情報を得ることができる操業日誌調査が有効であると考えられた。CPUEの推移は、

平成 25 年から 30 年まで横ばいで推移し、令和元年以降上昇していることから、漁獲量の

上限を 10ｔに設定したことで、現状の資源が維持されているものと推測された（図３）。 

解析内容を潜水部会と協議した結果、部会では操業日誌調査の継続を決定した。さらに、

毎年の操業終了後に資源状況を評価し、その内容を踏まえて翌年の漁獲量を部会、漁協及

び指導所によって協議する体制が整備された。これにより、今後も資源の持続的な利用が

図られると期待される。 

【達成度自己評価】 

５ 十分に達成され、目標（指標）を上回る成果が得られた（101％以上） 

【その他】 

近年は CPUE が上昇していることから、資源状況は比較的良好と判断されている。しかし、

漁業者からの聞き取りでは、資源増大以外の要因として操業時の海況、世代交代による潜

水漁業者の若返り効果なども指摘されている。これらを踏まえて、今後は関係機関と協議

しながら適切な資源管理に務めていく。 

 

 

 



 

図１ マナマコ漁獲量の推移（潜水器漁業） 

 

 
図２ CPUE と生息密度 

 

 
図３ CPUE の推移 
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